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書 評

の中で, 他の意志を抑えて, 以上の意志を高く立てk  

という意味で，人間存在そのものに関わる特定の価値 

理念に支えられて初めて効力を発揮する。個人の信抑 

の一層の内面化に上って新しい坐活意志を打ち立てえ 

た宗教改革者の教義中でも，カルヴァンのそれは，そ 

の最高のものであろう。但しルタ一派の教義も伝統主 

義へと傾斜しつつも, なお伝統を乗りこえさせる価値 

理念を有していたことは，ルタ一派の信徒たるアルブ 

レートの実例からも明らかであ(f 。さらに我々の問題 

としてI 、る時期になると，攻典派経済学の利己心'とこ 

れに基く生産的旁働艿至は分業の称揚やリストのよう 

.な生產力，とりわけ工業生連:力の意義強調にみられる 

市民主義的勤勞主義とでもいうべきものも大きな役割 

/を果す。特に後者と関係して，先進国への国民的，国 

家的な意志形成，それに役立つ在来及び外来の思想と 

1、ったものが潔進国におV、ては®要であったことを付 

け加えておこう。かくして，一口に禁缺的職業倫理と 

いっても，その裏にある価値理念や，それが活かされ 

る経営環境とめ関係で，様々の型がうまれるのである。

さきのヴ

中軸に才•えたことからして，その経営が技術的観念か 

らする経営として極めて特異な優秀性を持っていたこ 

とが判る。:それと共にアルフレート本人の対外的な稹 

極販売活動と並び有能な代理商を艳握して行った販路 

の獲得，すぐれた労働力確保の為の社会福祉的施策,最 

後に技術的観点i 絡み合いっっ貫徹された家父長的な 

労働力管理という企業活動の側面で、は，近代的性格と 

同時に前近代的な性格が色濃くみられ(|〉。最後にとの 

二重の相矛盾する組織活動を銃合して行く組織者の経 

営遂行意志を支えたものとして，冒頭に掲げたアルフ 

レートの寒欲的な職業偷理をあげることが出来る。こ 

れはクルッヴ象に受け雜がれてきたルタニ 派の信仰 

と，当時のドイツ，特にライン.ヴヱストブアーレソ 

'地方ですぐれた瘙営者の間に一般的風潮たるィギ リス 

資本主義の技術的優位性に対ず、る一 籀の国民的命民的 

対抗意識，そしてアルフレート自身の意志等が合成さ 

れてうまれたもめといえよう。 '

諸田氏の著作は，啓蒙的な年代記という形式をとっ 

たために，以上のような問題点の素材は提供しながら 

も，十分の解明を行っているとはいえない。こわ点， 

「経営史J の方法確立の必要性を感じた次第セある。

なお20世紀にな -ってからめクルジプ，特にヒトラー時 

代のクルップがアルフレートの家憲からはみだして， 

政治的世界へ立ち入るようになったことにっいてけ 

経営内外の諸事情をふまえ /c 展開が欲し I 、所である。 

(東洋経済新報社.世界企業、ンリ一ズ3 巻 * B' 6 .317頁 .650円）

畚 尾 誠

う風に資本主義精神の琴半(1 9世紀に‘エッセンに移住してからのクルップ家の歴史を想え）を表現すると共に，技術 

の発達の問題にふれ，生活態度の，実哮的•合理的方法こそが自然科学を旄済に役立てるべく由彘岛かっ务疾而にとり 

入れることを可能にしたのだとしている。っまり禁欲的職業倫理は，労働の合理的組織化と共fc技術^)開発にも促進的 

な役割を來したというのである。 J

迂（22) K. Marx, Zur Kntik der Hegelschen Rechtsphilosophie in: Karl Marx, Friedrich Engels Werke, Berlin,
』1960, S..385f f .ここにおけるルターの評価を，ヴヱ一バーのそれとっきあわ甘てみる必要がある。 ’

(23) F. Zunkel, a. a. 0., S. 66f., W, .Manchester, op. cit., p. 4 3 . なお当地方の技術的先覚者ハル：!ルトのィギリス 

への対抗心にっいてはI  Kollmann, a. a. O., SS. 56-121.を参照。大河’内一男「スミスどリストj 243〜3 6 0頁
( 2 4 ) 刖記てルコルトがヴヱッター城に迚設した蒸気機関製造工場においても, 技術的先進性，労働者への啓蒙と共に家 

’ ，父—馬的な勞働者管理の特徴がみられた。■ W. KiJllmanft, a. a. 0., S. 65ff.
( 2 5 ) な 她 (19)にも劳千ふれたように，アルフレ— ト为至はクルップ家のルタ—主義の信仰には，エッセン南部ヴッパ 

—タルを中心として盛んであったカルヴィン（改取）派や敬虎主義の信潘集団からの影響が考えうる• この点ヴ卞ーパ 

T は前掲の論文の中で，色々の宗派が混り合う地域におv、て丨'よ他宗派からの影響に染まると指摘し，アメリ力ゃオラン 

ダのル一テル派，アメリカのカトリック教会等をその例だとしているめは興味深ぃ。

•の指摘は,カルヴァンの教義との関

•係で生成した改革派信徒の職業倫理を，彼独特の極限 

化方式で明らかにしたのであって，他の様々の型につ 

い七卞分の分析をしているわけで;はない。

さて以上のような視角からクルップ家，特にアルフ 

レート•クルップの経営を.分析すると，ア ル フ レ 一ト 

自身が積極的に技術開発をし，さらに有能な職工長を 

中心とする技術者集団を作り出し, これを麁舎虫翁-の
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書

江 波 戸 ： 昭 著  ， ,

『蛋糸業地域9 轾済埤理学的研究』 ’

• ： . ：•.

: … . . . . ： . . . . ' .ぐ . ： . .. 
(1 )

日本資本主義の形成•発展におぃ：t,sその不可欠©  

產業部丨1 を構成L た養® . 製糸業め性格,発痪条细こ 

関する戦後の諸研究の中で, 江M 戸氏は製糸業め自由 

的発展地域である識訪,組合製糸地域おょび養蚕桊め 

「富農的展開」をみた群馬，蚕種製造におぃて富農的途 

展をみた福島県信達地域の卖愈調査を通じて港4  

契機とす名各地域の態様を，それ以前め経済構造とb  

関係おょび製糸業の：t業的発展にしたがら弋め各地域 

の对忠を通じて「全機檎的」に分析して，先駆的成桌 

をあげられてき't 。本書は江波戸氏の諸勞作の集夫成 

であり，幕末ょり昭和如年代前半にぃたる地域経済 

構造の変動を実証的に追求した諸論文は,日本資本车 

.義の養塞..製系業研究にと:っては不可欠め餅究セあ名 

といえよう。:

本書の篇別構成は次の如くである6 

序•蛋糸業地域の史的分析 

I  _ (訪製糸業地域 ,

n 識訪製糸業地域における産業資本の形成過程 

in : _ 訪養®業地域の変被過程 ゾ

i v 製糸組合地域 i . :

V 西 毛 養 蛋 業 地 域 . ’

贝信達蕺種業地域  ;

W _最近め地域動向.:..:..■:

すなわち著者の問辱意識と分析視角を蚕糸業地域の 

実態調査を素材とし総括した序論に続いて6章がらな 

る地域実態調査報告おょび養蚕業の戦後の地域動同を 

統計的に槭栝した終章ょりなづてぃる。先ず序に乐•さ 

れてぃる著者の問題意識 . 分析視角を紹介しょう。 ,

’ ： ( 2 ) ： .
. V  . . 4 . i

著者によれば喪糸寒を中心にした地域の経済構造の 

究明 は 「雄にその地域内部にお、ける農民層の分解めあ 

り方, 農工分離の形態，地域的分業の形成過程を明確  ̂

にす‘るにとどま 'らず，■.従来の地主制— ^ 水田地带偏重， 

の日本資本主義発屁に対する考え方を;pj検討する上に 

も， 必須のことと考えられるのである。」( 9 K ) そこ

セ苒検罸め視点は「養蚕に限らず，商業的瘓業;fji]作部 

P1-*般についていえ古ことはtそめ低年貢4 低小作料. 

低地施という相対的r 有利な条件が企業的経倉をより 

宵能にし経営fc際してめ寶未め有機如櫧歲め高位性，■ 

あるいは国外ホ場をもりととからくる価格の看利他が、 

そ© 富農的.資本主義的発展を比較的容易ならしめた 

というととであんかがる発展的側-面をもづた畑作部 

門を無視して日本農業を論ずるめぼきわ.めt 危険なこ 

とにちがいない、。あえていうなら;商業的農業畑作部 

• 門の分析が行われてとそ，白本資本主義と日本農業と 

の対応関係をはっきり杷握しうる:のである。」 ( 9^10 

. H ) パ，. . ' ■ . . . —ン .

かがる間題決定を前| |として, 「富農的経營をふ<; 

めた下からの蚕糸資本の発展fヒ際して/いがな名能格 

の勞慟力がそれに対応L て：#在し先かを檢討するとと . 
も，^ ^ め課題」0 頃 > としてとサもげ冬のである。，

以上の鍊題にグd づて， 続 いて「製桌燊堯展の地域 

差」，「養赉業における富農経営」の展開を総括す% 。 

詉訪における自生的な製糸資本の形成‘ 展 対 し ，

群馬や福岛における製糸業の工業としでの面でめ停滞 

を 「祗点をかえると農業生産の加工部門左t て燊展と 

なり，富農的成長の一つめ抬標ともなる」 (23頁)と把 

握する。実際ビ養案専業地帯一帯ビは「桑集(6売買,借 

地農的土地借人をもふくむ経営朝他の拡大, 経營fc際 

しての農業賃労論後存度の大きさJ (匆頁) など力Vらふ 

て富農瘙営がかな！?存在し，そ雇傭夯慟カ敎は産業 

資本形成期には「当時の実数をつかみうる資料が存在 

せ’ぬため断定はできなし、が,都市産業資本忙咴妆ざれ 

るよりさらに多くの労働力が,主幹労働力をもぷ < め 

て. 当時展開しつづあらた富農的経営に吸収されてv、
たパ2 6 頁) と推察している。そしてとめ富農形成を大 

内力氏の日本資本主義め段階論的把握に侬拋して，内 

由主義段階に照尥するものとして把握し， 「養蚕業に 

おけるこのような富農的経営も，発展性をもちえため 

はこの段階までであり，産業資本の独占化,.農工間の跛 

行的発展が顕在化するにつれて，しだん、に# :滞 .'挫折L  

ていく j  (部頁〉ものと把握する。すなおち製糸資本の 

独占化の進行は養•寒農家の一加工部鬥としでそれまで 

経営していた赉種製造を大製糸資本の竽に剝_ し，ff：
馬県西毛地域に強大な地盤を誇っていた「組合製糸」を， 

産業资本に強制転化し,また,大製糸資本^:対抗する魏 

赉農家自身め出資によ名近代的「組合製糸」経営が形成 

される（3傾 そ .し.て.'W 本资本生義が独t与段階への 

逍を歩みはじめるにつれて，日本農村ば慢性的な不況
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におちこみ」「その結果，農業部門においても商業的農 

業を中心としてはぐくまれつつあ；o た近代的経営への 

期芽はむざんにつみとら;H/J (31頁)養蚕農民も変質す令。 

すなわち製糸資本の農村把握が積極的に進むにしたが 

い1'養蚕農家はその加工部門として兼営してきた製糸. 

蚕種部門を放棄しまさに養金農家として，特約 

制度の下，事実上の製糸資本の原料生產下請業渚的地 

位におしこめられてしまった。」（32貝）かくして富農 

的経営も完全に頭打ちとなり，生産力土昇による収繭 

蛩の増大はみられた丨こせよ，経営面積はもつぱ烏縮小 

の方向にむかい「中農標_ 化」という独占段#:おけ 

る 「農民層分解の一形態j ⑶頁）をとる。養迤労働者 

も第一次大戦期の第二次第三次産業の急激な発展にど 

もなう賃労働需要の急増によって吸収されてゆくとと 

もに労働賃金の高騰は，寧農経営を,レて経営縮小•労 

働節約的 . 合理的経営へと向わせ？)大きな要因となり， 

さらに昭細^慌，第二次大戦を経 !!2, 養赉製糸業は衰 

退したのであ冬。

( 3 )

' 以上の序論に続いて2 章以下を戦前の過程を中心f  

饰単に紹介すれば次の如くである。

「I _ [訪製糸業地域」では， 明治年代における識 

訪製糸業の日本製糸業における位置づけを概観した後， 

片倉製糸発祥の地詡訪郡川岸村の実態調査を通じて， 

先ず幕藩期における農家副業の進展，農民層分解を明 

らかにする。製糸業の勃興はその経済基盤の上に,初 

期の製糸家がほとんど村内の富農= 地主層であったと 

ころに, すなわち「商人による生産者支配というより, 
むしろ直接生産者としての農民の中から筲業者が分離 

していったところに」可能性があぅたものとした上で， 

訑訪製糸業における産業資本の確*  •発展を，金融，

労{動市場の面にわたって分析している。 「U 諷訪製 

糸業における産業資本の形成過程」は I を補足するも 

ので三沢村 . ( 现岡谷市川燁地区三沢）の状況と個別製糸 

経営 .(林右衛門家）の内容を詳細な資料分析f c よって,

.旧川岸村では開港以前の農梁生産力は低ぐそれを補 

う,たやにはじめられた副業の展開がこの地域に資本一 ’ 

IV方働関係を自生的に形成させていったことを明らか 

にする，そして•■副業生産の発展を基礎とした農民層 

分解，農工分離の上に，下からの資本“貨労働関係が 

形成されていったことが，産業資本への発展をもたら 

したのであって，同じ製糸業でも福岛ゃ群馬のそれと 

の間に周知のごとき発展上の差異を坐じたことの原因

評

をj 何よりも著者は副業の展開に求めるのである。 

rm M訪養赉業地域の変貌過程：（では農業と工業の 

分離一社会的分業の成立がいかに地域に反映されてい 

ったかを詉訪郡内において検討するものとして> 颢訪 

郡湖東村をとりあげ,冬こにおける原料供給のための 

養蚕専業地域としての発展を通じ'" C 生産力の低い新 

田村における養蚕業の急速な普及，富農的養蚕経営の 

形成を明らかにし，そのような発展が大製糸資本の地 

元でありながら早くから製糸家の買い叩きに対抗する 

デこめの自己陴衛態勢をととのえさせ， 「特約組織j を 

発展させなかった辱因となったことを明示する。 .

「叹組合製糸地域一— 雄氷社を .中心に一一j .、では 

群馬県碓氷郡旧原市町を中心とする調奄に磯部町の資 

料を加え，この地方の蛋糸業は開港後ことに明治期に 

はいって飛躍的丨こ生産刃を上昇させてV、った；とを明 

らか〖こするA して組合製糸形成要因を「明治初年の平 

均所有耕地約1 町という比較的大きな経営興摸をもつ 

低位生産性の西上州畑作地帯においT は農民層分解は 

和くれ，養鸯= 製糸未分離のまま分業は進まず，豪農 

層9 主導の下に商品生産拡大の方向が生産過程への投 

資によや不業面へ向か:うことなく，共同販売設立によ 

る流通面= 出荷組織の充実により養蚕= 製糸農民とし 

ての拡大発展の方向をとった」 (239H) ということに 

求める。さらにこの地域の「製糸工程は養蛋農家の加 

エ部門として農業に結合した形で，その経済的発展の ’ 

一手段として存在したのであった。」 (2的頁）さらに組 

合製糸とその組合員が信州の製糸産業資本の進出の前 

に，原料供給者および営業製糸的性格をもつ〖こいたる 

過程と養齊富農癌営の大正から昭和初期にかけての展 

開を聞らかにする。 「V 西毛養菡業地域^一養蚕改 

良高山社を中心に■ ~」では群馬県多齡郡旧美九里村 

における日本最初の蹇莖学校高山社の発生地高山部落 

を中心とした調査によって，高山社に先導され明治中 

期に養軍大経営が営まれるようになり, 養蚕賃务働K1 

おいても部落雄位で「労働組合」占名づけられる組織 

が明治 3 0年代に結成される状態にあったことを明ら 

かにする。養逛農家における資本主義的経営の萠芽が 

この地带でも立枯れてゆくのは明治末年からでr先行 

|した産業資本がその強大な力をもって後からくるもの 

の発展を阻害し, IfJらめ利潤追求の一要素としてこれ 

らをその夾配下fとくみこみ, - 利用レてV、ったからにほ 

かならない。」(30頂 ） と論じている。「VI信達迤種業地 

域j では江戸時代から本場蚕猶の名を与えられ全国一 

の蛋種製造地の一部をなしてV、た福鳥県伊達那伏黑村

^ ^

が，開港後蚕種生産を一層拡大させ，農民層の富裕化養蚕雇傭労働力の歧収と貴銀高膦に求めてい.る が こ  

をもたらすが，明治末期から外来製糸資本の進出によれは，養赉専業地域の出，組合製糸地域のIV,西毛獲 

って蚕種. 製糸工程が養蚕農民から剝奪され始め，昭 蚕 業 地 域 の v の各章で具体的>こ実証されているとは云 

和恐i)ri時の鋪価低落を契機とする特約‘制汝の急速な進 V、趣し、のであ.る。すなわち；HI，.: IVでは會農的経営は 

展は村内蛋種業者を繆遂してしまぅたことギ論じられ昭和初頭まで続き，V では明治末にそれが挫折すると 

ている。 されるのであるが，そこで問題となる.点は製糸資本の

■'独占化® 意味が明らかVこさ;K セいないことであり，少 

、 なくとも大製糸資本の糸.蔽価形成における役割，糸 .
以上，戦前過程を中心としてその内容を概述したの繭市場支配の実態が明示されるべきであって，さらに 

であるが，ここで基本的に問題となる点について考え今後究明されなければならないものと思われるのであ 

てみたい。 「序赉糸業の史的分折」で 著 者 が 述 べ て る 。

いたように本書の課題は, 商業的農業畑作部門の分析製糸資本の独占化 .と関速をもつ問題は，明治末より 

による日本資本主義の齊検討であった。そして奉者は伊昶を中心として結成される「製糸組合」の性格につ 

「日本資そ主ぎの形成•誧 立期においては， 都 市 産 業いでである。著者は製糸組合を「大麵糸資本による繭 

の発展と同時に，一部農村においても商業的農業;！®作 . の賀叩き， 特約組合設叙に対抗する目的をもちj  <30 

部門を中心に富農的* 資本主義的経営が展開する岢能頁 ) 「独占段階における，J、生歲的協同組合とじて,小生 

性をもちえたj (部頁) として, 養 蚕 •蚕種専業地域に産経営を持続せしめる役割を果した j (31頁）と規定ざ 

おける富農の形成発展を強調するのである。 しかし， れるが，組合製糸，養軍組合の結成は，著者も述べて 

養蚕業f おける富農的 . 弯本主義p i g 展につ^、て の 説 い る 如 く 「明治末から大正期になると，海外市場の不 

得ある実証はなお果されていないものといえる。すな安定から糸価が変動し，それにつけこんで購繭人によ 

わち，. 者■者は■労働力め形式的包摂の'侧面にのみ着目レる蘭め買い叩きがひどくなってきた。」（197貝）.わであ. 
て富農經營展開の可能性を論じているが，養茶富1農 経 っ て ，これはむしろ，製糸資本の前期的性格，商業资 

営が小生產経営に対し農業生産力上の優位を決定づけ本的収奪に対抗するものとして形成されてきたものと 

る.技術的条件があったか否かの解明は果されていないみられるのである。前期的な収奪に対する小商品生産 

のである。事実上，農業生摩力上の優位を決定する技者としての生產物価値実現としての連動としてとら夂 

術的基礎は形成されていなかったのであク，従って， られるとするならは:，さらに明治期における繭商品価 

養蛋づヽ生産者との競争上•，価格面で ’も販売上でも有利値 = 価格をいかに•把握するかが問われなければならな 

な地位を確保していたものとは考えられないので夯る6 いであろう。荖者は養詖農民を小商品生産者として明 

富農的!•資本主義的経営の生産力的基礎を欠除した「富 治 初 期 か ら 把 握 し ， 「価値法則」が貨徹しているも6  

農的経営j であるとするならば，養赉業における小農としてそのうえで「養蚕富農経營」の存在を確定する 

的労働集約的技術め発展によって，その解体は必然的ことを暗々 .禅に前提されているのであるが，繭生産者 

であったといえよう。それ故著者が富農的発展の可能が小商品生産者として何時確立され:たかが問題とされ 

埤，客観的条件を日本資_ 主義における自由主_ 段階るべき点であると考えられるのである。

に求め: 富農的発展の頭うち，立枯れを日本資本主義以上の疑問は著者の意図された点からはずれている 

の独占段階への移行,製糸資本の独占化に求めようと . のではないかという速:れももつものであるが.，本街め 

ずる把墀は，生摩力構造視点の欠除を示しているもの各地域にわたる実証的研究は高く評価さるべきものと 

といいう？》ようである。 . . 考えるものであり• 著岩の>御教杀が得られれぱまヒと

さらに，上述の如く富農的篼展の頭うちを製糸資本に幸いと思う次第である。 .

の独占化, すな:b ち製糸資本が莖種を製造配布し, 特 約 （世今書院•1969华4 月刊 . : B 5 * 388頁 . 2 , 500同). 

組合を通じての養蚕農民の把盤彳支配と同時に，第一 ,

次大戦期以降の急激な第二次•苎次産業の発展による 高 山 隆 三
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